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あ
た
た
か
い
中
学
校
給
食
を
全
校
で

「
親
子
方
式
」
広
げ
る
計
画
を

　

今
年
４
月
か
ら
「
親
子
方
式
」
に
よ
る

中
学
校
給
食
が
横
川
・
中
山
・
南
大
沢

中
学
校
で
始
ま
り
ま
し
た
。
お
弁
当
持

参
と
の
選
択
制
で
す
が
、
親
子
方
式
は

８
割
前
後
が
利
用
し
、「
温
か
く
て
お
い

し
い
」「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
て
い
る
」

と
、
生
徒
や
学
校
、
保
護
者
か
ら
大
歓
迎

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
森
市
長
は
、「
小
中
学
校
間
の
親
子

方
式
の
拡
大
に
よ
る
中
学
校
給
食
の
充

実
」
を
公
約
に
掲
げ
て
い
ま
し
た
が
、「
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
施
し
て
い
く
」
と
い

う
姿
勢
で
、
今
で
は
「
現
時
点
で
こ
の
ほ

か
に
対
応
で
き
る
学
校
が
な
い
」
な
ど
答

弁
し
て
お
り
、
本
気
で
や
る
構
え
が
問
わ

れ
ま
す
。

　

市
は
、
財
政
的
な
困
難
を
強
調
し
ま
す

が
、
八
王
子
と
比
べ
て
財
政
的
規
模
が

小
さ
い
自
治
体
で
も
計
画
的
に
、
必
要
な

予
算
を
計
上
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

精神障害者の公共交通運賃割引の適用を
共産党提案の意見書を全会一致で可決

　
障
害
者
基
本
法
の

規
定
や
障
害
者
の
権

利
に
関
す
る
条
約
の

批
准
を
受
け
、
身
体

障
害
者
や
知
的
障
害

者
に
は
適
用
の
あ
る

公
共
交
通
機
関
の
運

賃
割
引
を
精
神
障
害

者
に
も
広
げ
る
こ
と

を
求
め
た
意
見
書
で

す
。
収
入
の
少
な
い

精
神
障
害
者
の
外
出

時
の
負
担
軽
減
に
は

ど
う
し
て
も
割
引
の

適
用
が
必
要
で
す
。

　
日
本
共
産
党
が
提

案
し
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
一

日
も
早
い
実
現
が
望

ま
れ
ま
す
。

入
学
準
備
金
の

　

支
給
が
３
月
に

　

経
済
的
に
困
っ
て
い
る
世
帯
に
小
中

学
校
の
費
用
を
支
援
す
る
「
就
学
援
助
」。

ラ
ン
ド
セ

ル
や
体
操

着
、
制
服

な
ど
入
学

準
備
に
は

ま
と
ま
っ

た
お
金
が

必
要
に
な

り
ま
す
。

　

今
年
ま

で
「
入
学

やまこし拓児
（南大沢５丁目）

【５】あなた自身もしくは身近な人で、働き方の不
安や仕事で困っていることはありませんか。

【６】みどりの保全、地球温暖化防止、エネルギー
問題で市政へのご要望をお聞かせください。

【７】道路の補修やカーブミラー・信号機の設置な
ど、あなたの身の回りで改善してほしいと感じ
ていることをお聞かせください。略図もお願い
します。別の用紙をご利用いただいてもけっこ
うです。

【８】その他、市政や市議会、政治全般、日本共産
党へのご意見・ご要望をお聞かせください。

お　名　前

ご　住　所

連絡先（電話）
（Ｅメール）

〒１９２－０９０６　八王子市北野町５９０－３　
　　　　　　　　　　日本共産党八王子地区委員会　気付
ＴＥＬ ０４２（６４２）６３４４　　ＦＡＸ ０４２（６４６）８０５５

　

八
王
子
市
議
会
第
３
回
定
例
会
が
９
月
５
日
か
ら
10
月
13
日
ま
で
開
か
れ
、

２
０
１
５
年
度
決
算
審
査
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市
議
団
の
質
問
、
提

案
、
主
張
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

残
る
30
校
す
べ
て
を
直
ち
に
調
査
し
、
や

り
ぬ
く
た
め
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で
す
。

写真はイメージです。

就学援助

日
本
共
産
党
の
提
案
実
る

石井ひろかず
（北野町）

市川かつひろ
（東浅川町）

アオヤギ有希子
（館が丘団地）

鈴木ゆうじ
（元八王子町２丁目）

日
本
共
産
党

八
王
子
市
議
団

●ご要望を詳しくお聞きし、結果をお知らせします。よろしければご記入ください。

    ご協力ありがとうございました。
添付した返信用封筒をご利用いただき、ご投函ください。切手は不要です。

キ
リ
ト
リ

連
絡
先

準
備
金
」
の
支
給
は
７
月
支
給
で
し
た

が
、
昨
年
３
月
の
共
産
党
市
議
団
の
提

案
が
実
り
、
来
年
４
月
入
学
予
定
の
お

子
さ
ん
か
ら
３
月
支
給
に
早
ま
り
ま
す
。

入
学
予
定
の
世
帯
に
は
す
べ
て
案
内
が

送
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。



八
王
子
の
み
ど
り
を
守
る
た
め
に
全
力
─
─
２
つ
の
事
業
を
追
及

　

第
３
回
定
例
会
で
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
一
般
質
問
と
決
算
審
査
を
通
じ
て
、

八
王
子
の
み
ど
り
を
壊
す
２
つ
の
事
業
に
つ
い
て
市
の
対
応
を
た
だ
し
ま
し
た
。

規
制
基
準
を
超
え
る
造
成

─
─
川
口
土
地
区
画
整
理
事
業

　

物
流
拠
点
の
整
備
を
目
的
と
し
た
川
口
土

地
区
画
整
理
事
業
（
計
画
地
１
７
２
㌶
、
図

１
）
は
、
八
王
子
市
ま
ち
づ
く
り
公
社
（
市

の
外
郭
団
体
）
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
計
画
地
は
、
オ
オ
タ
カ
、
ト
ウ
キ
ョ
ウ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
ホ
ト
ケ
ノ
ド
ジ
ョ
ウ
、

ク
ロ
ム
ヨ
ウ
ラ
ン
な
ど
絶
滅
危
惧
種
と
さ
れ

る
貴
重
生
物
の
生
息
域
と
し
て
東
京
都
み
ど

り
の
フ
ィ
ン
ガ
ー
プ
ラ
ン
で
指
定
さ
れ
た
里

山
＝
天
合
峰
で
す
。

　

環
境
影
響
評
価
（
ア
セ
ス
）
準
備
書
は
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　
　

速
や
か
な
学
校
施
設
の
改
修・改
善
を

　

市
内
１
０
７
校
の
小
中
学
校
か
ら
プ
ー

ル
、
ト
イ
レ
、
体
育
館
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

（
４
０
０
項
目
以
上
）
学
校
施
設
の
営
繕
工

事
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ー
ル
の
濾
過
（
ろ
か
）
機
改
修
は
、
年

２０１６年度　くらしと政治に関するアンケート
日本共産党八王子市議会議員団は、みなさんのご要望・ご意見をお聞きし、みなさんとともに解決
していきたいと考えています。お答えできる範囲でけっこうです。当てはまるものを○で囲み、ご
意見をご記入ください。なお、このアンケートは政務活動費を活用して発行しています。

２０１６年　秋　日本共産党八王子市議会議員団
やまこし拓児　鈴木ゆうじ　アオヤギ有希子　市川かつひろ　石井ひろかず

【はじめに】
該当するところに○を（さしつかえない範囲で）
　性別　　男　　女
　年齢　10 代　　20 代　　30 代　　40 代　　50 代　
　60 ～ 64 歳　65 ～ 69 歳　70 ～ 74 歳　75 歳以上

　お住まいの町名

【１】	 この 1年であなたの暮らしは…。
　ア．よくなった　　イ．変わらない　
　ウ．苦しくなった　　エ．その他
　
【２】「苦しくなった」と答えた方へ
　その理由をお聞かせください（○印を。いくつ
でもけっこうです）。

　（１）収入が減った
　　　ア．給与　　イ．事業　　ウ．年金
　　　エ．その他（　　　　　）
　（２）負担が増えた
　　　ア．所得税など　イ．公共料金　
　　　ウ．家賃　エ．住宅ローン　
　　　オ．医療費　カ．医療や介護の保険料
　　　キ．介護費用　ク．教育費　
　　　ケ．子育て費用　コ．消費税引き上げ
　　　サ．物価上昇　
　　　シ．その他（　　　　　　　　　　）
　ご意見をお聞かせください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【３】医療・福祉・健康などについて
（１）国民健康保険、医療や健康づくり、保健衛生
についてご意見・ご要望をお聞かせください。

（２）介護保険、高齢者福祉についてご意見・ご要
望をお聞かせください。

【４】子育てや教育について、ご要望をお聞かせく
ださい。

自
然
破
壊
の
実
態
を
こ
と
ご
と
く
隠
し
「
事

業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
、
環
境

影
響
へ
の
低
減
が
図
ら
れ
て
い
る
」
と
評
価

し
事
業
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

南
斜
面
約
50
㌶
は
、
完
全
に
崩
さ
れ
る
造

成
工
事
と
な
り
、
多
く
の
貴
重
種
が
生
息
す

る
３
つ
の
沢
が
全
て
埋
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
工
事
に
よ
る
土
量
は
６
０
０
万
㎥
を
は

る
か
に
超
え
、
最
大
高
さ
40
ｍ
に
及
ぶ
盛
り

土
の
壁
（
法
面
）
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
そ
の

真
下
に
は
美
山
町
の
老
人
施
設
や
住
宅
地
が

あ
り
ま
す
。

　

工
事
に
よ
る
土
量
は
１
㎡
当
り
12
㎥
（
規

制
値
は
４
㎥
）
に
も
な
り
、
盛
り
土
の
高
さ

（
規
制
値
は
18
ｍ
）
と
併
せ
、
丘
陵
地
開
発

の
規
制
基
準
を
大
幅
に
上
回
り
ま
す
。
そ
の

ま
ま
保
全
す
る
と
し
た
北
斜
面
で
、
15
か
所

に
及
ぶ
大
規
模
な
改
変
工
事
が
行
わ
れ
、
み

ど
り
が
壊
さ
れ
ま
す
。

　

共
産
党
市
議
団
は
、
自
然
を
破
壊
し
、
併

せ
て
防
災
上
も
多
く
の
問
題
が
あ
る
こ
の
計

画
の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

自
然
環
境
調
査
は
不
十
分

─
─
川
町
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
計
画

　

民
間
事
業
者
が
川
町
の
大
沢
川
上
流
部
に

大
量
の
土
砂
を
持
ち
込
ん
で
埋
め
立
て
、
運

動
公
園
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
計
画
地
に
つ
い

て
、
市
は
「
市
街
化
調
整
区
域
の
保
全
に
向

け
た
適
正
な
土
地
利
用
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
き
、「
特
別
利
用
が
許
さ
れ
る
区
域
」

と
評
価
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
市
の
判
断
は
、
基
準
も
定
め
ず

専
門
家
の
意
見
も
聞
く
こ
と
な
く
庁
内
所
管

で
行
っ
た
も
の
で
す
。
現
地
調
査
も
十
分

行
っ
て
お
ら
ず
、
市
民
や
事
業
者
さ
え
確
認

し
た
絶
滅
危
惧
種
と
さ
れ
る
オ
オ
タ
カ
な
ど

貴
重
種
の
存
在
さ
え
確
認
し
て
い
ま
せ
ん
。

非
開
示
に
し
て
い
た
関
係
資
料
の
一
部
を
質

問
を
受
け
て
初
め
て
公
表
す
る
こ
と
を
約
束

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
の
資
金
計
画
に
つ
い
て
残
土

事
業
の
利
益
へ
の
課
税
分
や
協
賛
企
業
か
ら

の
借
り
入
れ
へ
の
返
済
な
ど
が
示
さ
れ
て
お

ら
ず
信
用
に
値
し
な
い
と
指
摘
す
る
と
、
利

益
に
は
税
金
が
掛
か
る
こ
と
を
市
も
認
め
、

今
後
事
業
者
の
資
金
実
態
を
十
分
把
握
す
る

中
で
判
断
す
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

間
２
校
し
か
修
繕
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

質
問
で
は
、
具
体
的
な
学
校
か
ら
の
要
望
を

紹
介
し
て
改
善
を
求
め
ま
し
た
。
学
び
や
す

い
教
育
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
教
育
予
算
の

増
額
が
必
要
で
す
。

計画地内で確認された
オオタカ

図１

キ
リ
ト
リ

八王子市ホームページより


